
 

 

                                  

は
じ
め
に 

現
在
、
国
有
林
が
管
理
経
営

を
行
っ
て
い
る
人
工
林
の
半
数

以
上
が

10
齢
級
を
超
え
る
な

ど
利
用
段
階
に
入
り
、
今
後
順

次
主
伐
・
更
新
時
期
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
管
理
経
営
基
本
計

画
等
に
掲
げ
ら
れ
た
国
有
林
や

民
有
林
等
に
お
け
る
針
広
混
交

林
化
等
の
取
組
を
先
導
的
に
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
の
更
新
手
法
の
有

効
な
手
段
の
１
つ
で
あ
り
、
造

成
コ
ス
ト
の
低
減
に
も
資
す
る

天
然
力
を
活
用
し
た
施
業
の
推

進
は
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

と
合
わ
せ
て
、
今
後
の
国
有
林

の
経
営
に
お
い
て
急
務
と
言
え

ま
す
。 

 

針
広
混
交
林
化
を
進
め
る
た

め
に
は
、
多
様
な
樹
種
、
多
様
な

階
層
構
造
に
誘
導
す
る
た
め
の

技
術
が
必
要
で
あ
り
、
と
り
わ

け
広
葉
樹
資
源
を
持
続
的
に
育

成
し
て
い
く
た
め
に
は
後
継
樹

の
確
保
が
不
可
欠
で
す
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
セ

ン
タ
ー
が
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
天
然
林
択
伐
施
業
後
の
更
新

補
助
技
術
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。 

 

背
景
と
目
的 

択
伐
施
業
は
、
単
木
な
い
し

群
状
で
伐
採
す
る
非
皆
伐
施
業

法
で
、
樹
木
の
更
新
確
保
と
木

材
の
持
続
的
生
産
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
択
伐
の
繰
り
返
し

は
サ
サ
の
増
加
を
促
進
し
、
そ

の
結
果
、
実
生
更
新
が
困
難
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
各
地
の
択
伐
施

業
指
標
林
等
で
は
、
地
が
き
に

よ
り
サ
サ
の
繁
茂
を
抑
え
る
施

業
が
行
わ
れ
、
稚
樹
個
体
数
増

加
の
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
択

伐
と
地
が
き
を
組
み
合
わ
せ
た

施
業
」
の
効
果
に
つ
い
て
は
事

例
が
少
な
く
、
ま
た
、
林
分
特
性

（
樹
種
構
成
、
母
樹
、
種
子
の
豊

凶
、
照
度
、
下
層
植
生
、
エ
ゾ
シ

カ
の
食
害
等
）
に
よ
り
施
業
効

果
が
異
な
る
可
能
性
も
あ
る
た

め
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
「
択
伐
と

小
面
積
地
が
き
を
組
み
合
わ
せ

た
施
業
」
と
「
根
返
し
施
業
」
を

実
施
し
、
下
層
植
生
の
抑
制
効

果
と
高
木
性
樹
種
の
更
新
と
定

着
促
進
効
果
に
つ
い
て
検
証
し

て
い
ま
す
。 

 試
験
地 

択
伐
後
の
更
新
補
助
作
業

と
し
て
、
重
機
（
バ
ッ
ク
ホ

ウ
）
に
よ
り
「
小
面
積
の
地

が
き
」
と
「
根
返
し
」
の
２

種
類
の
処
理
を
実
施
。 

〇
「
小
面
積
地
が
き
」
は
、

択
伐
後
の
伐
根
の
周
囲
の
地

表
面
を
か
き
起
こ
し
て
サ
サ

等
の
地
下
茎
を
除
去
す
る
と

と
も
に
Ａ
層
に
あ
る
暗
色
雪

腐
病
菌
を
除
去
す
る
方
法
で

す
。 

〇
「
根
返
し
」
は
、
伐
根
を

重
機
で
転
倒
さ
せ
、
風
倒
に

よ
る
根
返
り
と
同
様
の
状
態

と
す
る
処
理
方
法
で
す
。 

〇
さ
ら
に
、
「
エ
ゾ
シ
カ
」
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の
食
害
に
よ
る
更
新
へ
の
影

響
を
評
価
す
る
た
め
、
「
地

が
き
区
」
「
根
返
し
区
」
そ

れ

ぞ

れ

に

シ

カ

柵

を

設

置

し
ま
し
た
。 

 

調
査
内
容 

〇
シ
ー
ド
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
る

種
子
散
布
量
調
査
。 

〇
下
層
植
生
に
つ
い
て
、
サ

サ
の
本
数
、
被
度
、
最
大
高
、

平
均
高
を
測
定
、
高
木
性
樹

種
の
稚
樹
（
樹
高
５
㎝
以
上
）

に
つ
い
て
、
樹
種
を
判
別
し
、

樹
高
を
測
定
。 

 

考
察 

〇
「
小
面
積
地
が
き
」 

（1）
照
度

20
％
以
下
で
は
、
更

新
、
サ
サ
と
も
に
数
が
減
少

し
、
30
％
以
上
か
ら
は
双
方

と
も
数
が
上
昇
し
ま
し
た
。

50

％

を

超

え

る

と

サ

サ

の

数

は

大

幅

に

増

加

し

ま

し

た

。

30

％

～

40

％

前

半

で

は
、
中
間
種
の
増
加
が
見
ら

れ
、
遷
移
初
期
種
、
遷
移
後

期
種
を
含
め
、
更
新
バ
ラ
ン

ス
が
良
好
な
照
度
帯
と
言
え

ま
す
。 

（2）

種

子

供

給

が

多

か

っ

た

ダ
ケ
カ
ン
バ
の
更
新
率
は
、

通
常
の
地
が
き
と
比
べ
る
と

非
常
に
少
な
い
更
新
と
な
り

ま
し
た
。 

〇
「
根
返
し
」 

（1）

作

業

に

使

用

し

た

バ

ッ

ク
ホ
ウ
は
、
根
の
切
断
を
一

方
向
か
ら
行
う
た
め
、
作
業

に
時
間
を
要
し
、
根
が
地
中

で
切
断
さ
れ
て
い
な
い
状
態

で
根
返
し
を
行
う
と
根
か
ら

表
土
が
剥
が
れ
て
し
ま
う
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
し
た
。 

（2）

地

が

き

面

側

に

接

し

た

伐
根
は
、
サ
サ
の
本
数
・
被

度
等
が
そ
れ
ぞ
れ
最
低
で
、

加
え
て
表
土
が
多
く
残
さ
れ

た
箇
所
は
更
新
が
良
好
で
し

た
。 

（3）

根

返

し

木

の

伐

根

上

部

の
生
存
率
は
、

42
％
で
「
地

が
き
」
28
％
と
比
べ
て
高
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

（4）

起

伏

の

あ

る

伐

根

上

部

で
は
中
型
か
ら
大
型
種
子
は

地
表
に
落
下
し
定
着
し
な
い

場
合
が
多
い
と
推
測
さ
れ
ま

す
。 

〇
「
シ
カ
柵
の
効
果
」 

（1）

柵
内
の
更
新
残
存
本
数
は

柵
外
に
比
し
て
２
割
程
度
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

（2）

減
少
数
の
多
い
樹
高
階
は

約
40
㎝
～
120
㎝
で
、
サ
サ
の
平

均
高
が
約
40
㎝
で
あ
り
、
サ
サ

の
成
長
と
関
連
性
が
示
唆
さ

れ
、
加
え
て
、
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
の

2０0

㎝
以
上
の
残
存
本
数
割
合

は
柵
内
が
31
％
、
柵
外
は
7
％

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
成
長
に
も

著
し
く
影
響
し
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
ま
す
。 

（3）
「
根
返
し
」
で
の
ウ
ダ
イ
カ

ン
バ
の
２
ｍ
以
上
の
残
存
本
数

割
合
は
28
％
で
「
地
が
き
」
の

柵
内
の
本
数
割
合

31

％
に
相

当
し
、
エ
ゾ
シ
カ
の
食
害
減
少

効
果
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。 

 

結
果 

以
上
の
結
果
か
ら
、「
小
面
積

地
が
き
」
及
び
「
根
返
し
」
の
更

新
補
助
作
業
は
、
下
層
植
生
を

抑
制
す
る
効
果
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、「
地
が
き
」
で
は
、

サ
サ
地
下
茎
を
３
本/

㎡
以
上

残
し
た
場
合
、
２
年
後
に
は
平

均
で
27
本/

㎡
ま
で
回
復
し
被

度
が
高
く
な
る
結
果
を
踏
ま
え

る
と
、
サ
サ
地
下
茎
の
除
去
は

最
も
重
要
と
言
え
ま
す
。 

更
新
で
は
照
度
（

30

％
～

40
％
）
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
に
よ
り
、
旺
盛
と
な
り
、
定

着
促
進
効
果
が
見
ら
れ
る
と
と

も
に
、
鳥
散
布
型
の
中
間
種
か

ら
も
更
新
が
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
多
様
な
樹
種
、
階
層
を
目

標
と
す
る
観
点
か
ら
も
有
効
な

施
業
と
言
え
ま
す
。 

ま
た
、
母
樹
の
豊
凶
は
初
期

の
更
新
樹
種
を
決
定
す
る
こ
と

か
ら
、
目
標
と
す
る
樹
種
の
母

樹
を
残
存
さ
せ
、
付
近
で
択
伐

と
小
面
積
の
地
が
き
を
セ
ッ
ト

で
行
い
、
回
帰
年
で
繰
り
返
す

こ
と
に
よ
り
、
目
標
の
広
葉
樹

林
分
を
造
成
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
、「
根
返
し
」
に

お
け
る
伐
根
上
部
は
周
囲
よ

り
も
比
高
が
高
く
な
る
こ
と

に
よ
り
、
サ
サ
等
の
影
響
を

受
け
に
く
く
、
シ
カ
柵
を
設

置
し
た
「
地
が
き
」
に
相
当

す
る
高
木
性
樹
種
の
更
新
と

定
着
促
進
効
果
が
見
ら
れ
、

エ
ゾ
シ
カ
の
食
害
も
抑
制
す

る

効

果

が

期

待

さ

れ

ま

し

た
。 


